
定例記者会見 

○「第３回 BIKE LOVE FORUM in 熊本」の開催について 
 
○熊本北部浄化センターの燃料電池発電について 
 
○ひとり親家庭への学習支援に関する事例発表・交流会  
 の開催について 



バイク・ラブ・フォーラムin熊本 

①本田技研工業の国内唯一の二輪車生産 
 拠点が立地 

②日本全国のライダーの聖地「阿蘇」 

熊本は･･･ 

 第３回バイク・ラブ・フォーラムを 
 熊本で開催！ 



〇日時：平成２７年９月１２日（土） 
〇場所：くまもと県民交流館パレア 
〇内容：本県や二輪関係者のバイク振興   
    に向けた取組みの発表 
    バイクの魅力を伝える講演 等 

バイク・ラブ・フォーラムin熊本 

※びぷれす広場などで、バイク展示や 
 くまモンステージも開催 



 国、県、二輪者関係団体等による 
  熊本でのバイク・フォーラム開催 

☆二輪車産業の振興 
☆熊本県を「ライダーが一番住みたい 
 ・乗りたい・行きたい県」へ 

バイク・ラブ・フォーラムin熊本 



下水処理エネルギーの有効活用 

燃料電池 前処理装置  

変圧器 

ガスタンク 

熊本北部浄化センター位置図 

平成１８年度～ 下水汚泥を利用した燃料電池発電 
         電気料金の削減相当額 約３億円（平成27年6月末） 



この環境付加価値を、電力と切り離して証書化し、市場取引
を可能とした「グリーン電力証書システム」により売却 

       売却収入 約５千６百万円（平成２７年３月末） 

下水処理エネルギーの有効活用 

環境付加価値 
（化石燃料の削減、CO2排出抑制といった付加価値） 

 

電気そのものの価値 

証書 

グリーン電力価値の売却 



今年度、便益が費用を上回りました！ 

百万円 

 
費用（累計） 

 

 
便益（累計） 

 

※耐用年数15年を想定 

・便益＝電力料削減相当額（300百万円）＋グリーン電力価値の売却（56百万円） 
・費用＝建設費（地方負担分 150百万円）＋維持管理費（9年間累計 200百万円） 

環境保全に貢献 

下水道のストックを
最大限に活用 



“貧困の連鎖を教育で断つ” 
～ひとり親家庭への学習支援の取組み～ 

「地域の学習教室（愛称：カバークラス）」の実施風景 

支援員の登録証 

カバーくん 



取組実績 

全国１位 全国２位 

○子どもたちが夢に向かって学べる環境の整備 

更なる取組みの拡大 



事例発表・交流会の概要 

●相談ブース 
     ・学習支援 
     ・就業 
     ・子育て 

●体験ブース 
    ・金魚バッチ     ・アロマハンド 

      マッサージ 

    ・手ぬぐい 
      お絵描き 

●事例発表、知事から参加者への顕彰 
●くまモンも参加した交流イベント 
      


